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高速横浜環状道路整備事業の凍結、新市庁舎整備やカジノを含む

ＩＲ（統合型リゾート）検討費など不要不急の

事業の見直し等で財源を捻出し、中学校給食と小３までの35人学級

の実施、小２まで小児医療費助成制度拡充、特別養護老人ホーム建

１月31日に始まった第一回定例議会がいよいよ最終日を迎えます。

ぜぜぜぜひひひひ、、、、傍傍傍傍聴聴聴聴ににににおおおお越越越越ししししくくくくだだだだささささいいいい！！！！

国民健康保険料の賦課限度額を引き上げる条例改正。限度額引き上げ

ではなく、国庫負担金の増額を求めるとともに、市費を繰り入れ、住民

負担軽減の努力をすべき。

港湾や高速道路整備、新市庁舎整備などの大型公共事業で横浜に

人を呼びこむのではなく、子育て・教育の充実など子育てしやすい

横浜づくりが重要。林市長が現場主義と言いながら、実態調査もせ

ずに障害者施策を切り捨てるなど言語道断。人に着目した予算編成、

人口減少の時代認識に立った新たな都市像、大災害から市民生活を

守り、再生可能エネルギーの普及で環境にやさしいまちづくりを。


